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①京都市考古資料館

資料館の前には「西陣」の由
ゆいしょ

緒

を記した石碑があります。

戦国時代の幕開けとなる応仁・

文明の乱は応仁元年（1467）に勃
ぼっ

発
ぱつ

した 11 年間にわたる戦いです。

戦端は、１月 18 日、畠山政
まさなが

長の

陣を畠山義
よしなり

就の軍勢が攻撃した

上
かみごりょう

御霊社（御霊神社）の戦いによ

り開かれました。いったんは停戦

が模索されますが、細川勝
かつもと

元を中

心とする東軍と山名宗
そうぜん

全（持
もちとよ

豊）

を中心とする西軍が、それぞれ味

方の軍勢を京都に集め、５月には

大規模な合戦となります。東軍の

本拠地となった室町殿と、西軍の

本拠地となった山名宗全邸をはさ

んだ地域では、東西両軍が衝突し、

激戦が繰り広げられました。

この段階では兵力にまさる東軍

が優勢となりますが、８月に大軍

を率いて上洛した大内政
まさひろ

弘が西軍

に合流すると形勢は逆転、10 月に

は室町殿の包囲をうかがう西軍が、

相国寺の占拠をかけて東軍と戦い

ます。この戦いは両軍ともに甚大

な被害を出す痛み分けとなり、以

降は、大規模な合戦が減って小
こ ぜ

競

り合いを繰り返しながらも、応仁

２年後半頃から戦いは洛外をはじ

め各地に拡大していきました。

京都市考古資料館は、「西軍の陣」

に因
ちな

んだ西陣の地にあり、周囲に

は応仁・文明の乱に関わる史跡や

遺跡が点在しています。現在の景

観に応仁・文明の乱の激戦を偲
しの

ん

でみましょう。 （山本雅和）

②山名宗全邸跡石碑

民家の間と堀川通に面した２箇所に

西軍の本拠地だった山名宗全邸跡の

石碑があります。

③一条大宮交差点

応仁元年５月 26 日、一条大宮

北東側にあった東軍の細川勝
かつ

久
ひさ

邸を西軍が攻撃しました。

⑤舟橋（堀川今出川付近）

山名邸を攻める東軍と守る

西軍が堀川通沿いの各所で

戦いました。

④一条戻橋

一条戻橋では攻勢を受けた東

軍の兵馬が堀川へ数多く転落

したと伝えられます。
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⑦烏丸一条付近

一条通をはさんで東西両軍が対
た い じ

峙し

た大規模な堀が発掘調査で見つかっ

ています。

⑥百々橋跡

小
こ か わ

川に架かる百
ど ど ば し

々橋は激戦地の

一つです。江戸時代の石橋の礎

石が残されています。

⑧室町殿跡

足利義政の邸宅である室町殿が東軍の本

拠地となりました。庭園や敷地南端の堀

が見つかっています。

⑨同志社大学寒梅館

戦国時代の建物の基礎が保存され

ており、観察することができます。

⑫烏丸寺之内付近

屈曲する新旧の堀が重なって

いました。合戦のたびに作り

替えられたようです。

⑪相国寺

応仁元年 10 月３日、境内で

合戦が行われ、ほとんどの

建物が焼失しました。

⑩同志社大学良心館

建物ホールや東壁部で相

国寺の調査成果が展示・

公開されています。

⑬上
かみごりょう

御霊社（御霊神社）

応仁・文明の乱の勃発地です。石碑

は境内西側の鳥居の横にあります。
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